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今
年
は
学
院
本
科
に
二
十
一
名
が
入
学
し
、
本
日
、
夏
期
在
籍
教
会
実
習
の
出

発
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
先
だ
っ
て
、
特
科
の
九
名
が
全
員
揃
っ
て
無
事

に
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
ま
で
、
本
科
、
特
科
合
わ
せ
て
三
十
名
が
、
こ

の
学
院
で
修
行
で
き
た
こ
と
は
有
り
難
い
と
思
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。 

今
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
て
い
る
中
で
あ
っ
た
が
、

本
科
も
特
科
も
予
定
通
り
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
予
定
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
沿
っ
て
、
こ
こ
ま
で
順
調
に
修
行
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
物
凄
い
お
繰
り
合
わ
せ
を
頂
い
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
本
科
入
学
日
の
翌

日
に
は
岡
山
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
特
科
入
学
日
は
宣
言
が
継
続
さ

れ
て
お
り
、
入
学
延
期
と
い
う
可
能
性
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
入
学
後
に
学
院
内
で

感
染
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
途
中
で
、
学
院
を
閉
ざ
さ
な
い
と
い
け
な
い
可
能
性
も

常
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
院
外
か
ら
講
師
を
招
聘
す
る
際
に
も
様
々
な
配
慮
が
必
要

と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
教
師
養
成
に
必
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
が

で
き
、
実
施
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
に
、
私
は
「
立
ち
行
く
」
と
い
う
お
か
げ
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る

の
で
あ
る
。
金
光
教
教
師
養
成
機
関
と
し
て
の
働
き
を
変
わ
ら
ず
続
け
て
行
く
こ

と
が
で
き
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
そ
の
働
き
が
落
ち
る
の
で
な

く
、
も
し
か
し
た
ら
、
よ
り
増
し
た
働
き
が
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え

感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

世
の
中
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
立
ち
行
か
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
出
て
い
る
。
そ
う

し
た
中
、
立
ち
行
く
お
か
げ
を
頂
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
を
求
め
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
、
教
会
が
立
ち
行
く
お
か
げ
を
生
み
出
せ
る
場
所
に
で
き
る
教
師

を
輩
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
が
、
金
光
教
学
院
に
か
け
ら
れ
た

神
様
の
願
い
で
も
あ
る
と
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
、
祈
り
を
持
っ
て
向
か
い
、
自
ら
が
お
か
げ

を
受
け
、
そ
し
て
、
社
会
を
立
ち
行
か
せ
る
徳
と
力
を
養
成
で
き
る
金
光
教
学
院

で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。 
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五
月
十
五
日
の
入
学
式
か
ら
、
早
く
も
三

カ
月
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
保
証
教
会
長
先
生
の
ご
指
導

の
下
、
入
学
前
か
ら
二
週
間
、
不
要
不
急
の

外
出
を
控
え
て
い
た
だ
き
、
検
温
を
は
じ
め
、

健
康
管
理
を
し
て
い
た
だ
き
、
本
科
生
二
十

一
名
が
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
七
月
十
六
日
に
は
、
一
カ
月
の
修
行
を

終
え
た
、
特
科
生
九
名
が
全
員
揃
っ
て
卒
業

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
教
会

長
先
生
は
じ
め
関
係
各
位
の
お
祈
り
と
ご
協 

 
 

 
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る 

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

「
覚
書
」
の
安
政
五
年
の

記
述
に
「
秋
中
、
行
せ
い
。
朝
起
き
、
衣
装

着
か
え
、
広
前
出
、
祈
念
い
た
し
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
神
様
か
ら
の

教
祖
様
へ
こ
の
よ
う
に
修
行
を
せ
よ
と
の
具

体
的
な
お
知
ら
せ
で
あ
り
、
教
祖
様
は
仰
せ

通
り
に
そ
の
修
行
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
学

院
で
も
朝
起
き
て
、
黒
衣
に
着
替
え
、
本
部

広
前
へ
参
拝
す
る
こ
と
か
ら
一
日
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
そ
し
て
、
奉
仕
が
、
学
院
生
を
代

表
し
て
教
主
金
光
様
に
御
取
次
を
願
い
ま
す
。

奉
仕
は
、
そ
の
日
一
日
、
生
神
金
光
大
神
様

の
お
手
代
わ
り
と
し
て
、
課
業
が
な
い
時
間

は
、
学
院
広
前
の
お
結
界
に
座
り
ま
す
。
特

に
自
主
信
行
日
な
ど
は
、
他
の
学
院
生
が
買

い
物
に
出
か
け
た
り
、
自
修
室
で
体
を
休
め

た
り
し
て
い
る
中
、
お
結
界
に
奉
仕
し
ま
す
。

そ
う
い
う
時
、
日
々
、
御
用
く
だ
さ
る
教
主

金
光
様
の
お
姿
に
思
い
を
馳
せ
、
少
し
で
も

そ
の
姿
勢
に
習
わ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う

思
い
に
な
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
奉
仕
の
お
役
を
通
し
て
、
結
界
取

次
者
と
し
て
の
心
構
え
が
培
わ
れ
て
い
く
の

は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
「
神
に
心
を
向
け
る
」
を
前
期
の

信
行
目
標
と

し
て
、
こ
こ

ま
で
信
心
修

行
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し

た
。
学
院
で

は
、
参
拝
は

も
と
よ
り
、

炊
事
、
洒
掃
、

作
業
な
ど
も

御
祈
念
を
も

っ
て
始
め
、
御
祈
念
を
も
っ
て
終
り
ま
す
。

各
寮
の
自
修
室
に
は
、
御
神
前
が
調
え
ら
れ
、

朝
起
き
た
ら
目
覚
め
の
お
礼
と
今
日
一
日
の

お
願
い
を
、
夜
寝
る
前
に
は
一
日
の
お
礼
と

明
日
の
お
願
い
を
、
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ

ぞ
れ
が
神
様
に
心
を
向
け
、
信
心
生
活
に
な

っ
て
い
く
こ
と
を
願
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
教
祖
様
に
は
じ

ま
り
、
歴
代
金
光
様
、
そ
し
て
先
輩
諸
師
が
、

伝
え
遺
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
の
道
の
大
切
な

修
行
が
、
変
わ
り
な
く
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
真
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
と
思
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
も

お
祈
り
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。 

                  

 

      
 

講義科目・担当者 人事異動 一日の信行内容 

求道の日（覚書筆写） 

信行輔導期間（食堂での指導） 

（時間） （信行内容）
5:20 起床
5:40 参拝出発
6:00 本部広前御祈念・洒掃
7:30 朝食
8:30 朝礼
9:00 午前の課業
11:50 洒掃
12:30 昼食
13:30 午後の課業
15:20 参拝出発
15:40 本部広前御祈念・洒掃
16:40 お退けお見送り・洒掃
18:00 夕食
19:00 夜御祈念

自修・入浴
21:00 閉門
22:00 消灯

信修科目

礼

典

(

祭

詞

)

礼

典

(

祭

式

)

礼

典

(

祭

式

)

教

会

活

動

(

各

種

活

動

)

結

界

取
次

教

団

活
動

教

団

史

教

 

制

教

 

義

教

 

祖

本

教

概
説

田
中

　

照
彦

堀
江

　

芳
則

仁
科

明

日
児

安
部

　

美
雄

金
原

　

光
三

吉
岡

　

　
徹

加
藤

　

　
実

三
好

　

光
一

坂
口

　

光
正

佐
藤

　

光
貴

高
橋

　

寛
志

教祖・教義科目教会・布教科目 教団科目

 

・
教
師
須
嵜
元
道

、
日
吉
祐
里

、
教
徒
西

　
川
道
子

、
五
月
八
日
付
で
書
記
に
任
命

。

・
事
務
長
森
本
祐
二

、
五
月
八
日
付
で
主

　
事
に
任
命

。

・
教
団
職
員
平
川
高
広

、
五
月
八
日
付
で

　
事
務
長
に
任
命

(

総
務
部
か
ら
異
動

)

。

・
助
手
笠
井
佳
実
子

、
五
月
一
日
付
で
講

　
師
に
任
命

。

・
講
師
中
西
教
幸

、
主
事
松
本
智
子

、
四

　
月
十
六
日
付
で
辞
任

。

・
講
師
眞
田
奈
保
子

、
十
二
月
二
十
一
日

　
付
で
辞
任

。



 

 

（３）学院通信 第 1 号（通巻 153 号） 

 
   ■

信
行
輔
導
期
間 

学
院
で
は
、
「
お
道
の
教
師
に
お
取
立
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
同
じ
願
い
の
下
に

全
国
か
ら
年
齢
や
経
歴
、
育
っ
た
環
境
が
異

な
る
者
た
ち
が
集
い
、
同
期
生
と
し
て
一
年

間
の
修
行
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
学
院
生
が
、

基
本
日
課
を
習
得
し
、
修
行
と
し
て
の
学
院

生
活
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
学
院
で
は
、

入
寮
し
て
か
ら
の
十
日
間
を
信
行
輔
導
期
間

と
定
め
て
い
る
。
本
年
度
も
、
前
年
度
の
卒

業
生
で
あ
る
Ｏ
Ｂ
か
ら
、
奉
仕
・
待
命
・
炊

事
・
洒
掃
な
ど
の
生
活
全
般
の
指
導
を
通
し

て
、
本
部
広
前
の
修
行
生
と
し
て
の
在
り
方

を
学
ん
だ
。 

Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
よ
る
丁
寧
な
指
導
に
よ
り
、

本
年
度
の
学
院
修
行
が
始
ま
っ
た
。
御
用
に

当
た
っ
て
い
た
だ
い
た
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
は
改

め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。 

本
年
度
の
Ｏ
Ｂ
は
以
下
の
通
り
。 

（
敬
称
略
） 

福
嶋 

光
輝
（
大
阪
・
真
砂
） 

田 

誠
人
（
兵
庫
・
常
盤
木
） 

金
保 

幹
斗
（
大
阪
・
林
寺
） 

澤
井 

 

薫
（
和
歌
山
・
和
歌
山
） 

竹
部 

澄
香
（
兵
庫
・
姫
路
） 

河
合
今
日
子
（
鳥
取
・
米
子
） 

 

■
聖
蹟
巡
拝 

聖
蹟
巡
拝
は
、
教
祖
様
ゆ
か
り
の
地
を
訪

れ
、
教
祖
事
蹟
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

願
い
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。 

六
月
二
十
四
日
に
は
、
本
科
生
・
特
科
生

合
同
で
教
祖
様
の
ご
生
家
方
面
へ
赴
い
た
。

大
谷
の
荒
神
社
、
早
馬
神
社
、
西
側
の
墓
地

（
金
光
家
遠
祖
歴
世
親
族
家
族
之
奥
城
）
な

ど
を
巡
り
、
ご
生
家
ま
で
歩
き
、
ご
当
主
・

香
取
航
師
か
ら
教
祖
様
に
ま
つ
わ
る
話
を
伺

い
、
教
祖
様
直
筆
の
神
名
書
付
、
天
地
書
附

な
ど
貴
重
な
品
々
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
教
祖
様
実
父
で
あ
る
十
平
様
が

幼
少
の
教
祖
様
を
背
負
っ
て
参
っ
た
と
さ
れ 

    

る
泉
勝
院
と
、
占
見
村
の
氏
神
で
あ
る
大
宮

神
社
へ
も
参
拝
し
た
。 

ま
た
、
六
月
十
九
日
に
は
特
科
生
が
、
七

月
二
日
に
は
本
科
生
が
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
教
祖
奥
城
や
立
教
聖
場
、
歴
代
教
主

奥
城
を
は
じ
め
、
小
野
邸
跡
や
絵
師
迫
墓
地

な
ど
、
木
綿
崎
山
周
辺
の
聖
蹟
を
巡
っ
た
。 

学
院
生
は
大
谷
村
、
占
見
村
の
聖
蹟
を
興

味
深
く
巡
拝
し
、
教
祖
様
の
時
代
に
思
い
を

馳
せ
て
い
た
。
こ
の
他
、
今
秋
に
は
、
西
大

寺
観
音
院
、
吉
備
津
神
社
、
沼
名
前
神
社
等

を
訪
問
す
る
予
定
で
あ
る
。 

■
平
和
学
習 

学
院
で
は
、
世
界
真
の
平
和
達
成
の
祈
り

を
新
た
に
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
な

が
る
こ
と
を
願
っ
て
、
平
和
学
習
を
実
施
し

て
い
る
。 

平
和
学
習
と
し
て
、
例
年
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
た
金
光
教
広
島
平
和
集
会
が
本

年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
遥
拝
に

よ
る
開
催
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
平
和
集

会
が
開
催
さ
れ
る
七
月
十
六
日
に
合
わ
せ
て

学
院
内
で
平
和
学
習
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
。 平

和
学
習
当
日
は
、
三
本
の
映
像
資
料
を

視
聴
し
、
そ
の
内
容
を
元
に
「
平
和
の
た
め

に
、
私
が
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

共
励
会
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
学
院

広
前
に
て
、
金
光
教
広
島
平
和
集
会
で
奉
唱

さ
れ
る
拝
詞
（
平
和
祈
願
詞
、
原
爆
死
没
者

霊
前
拝
詞
、
平
和
の
祈
り
）
を
奉
唱
し
、
平

和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
た
。 

ヒ
ロ
シ
マ
へ
赴
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
学
院
生
そ
れ
ぞ
れ
が
平
和
へ
の
関
心
を

持
ち
、
信
仰
者
と
し
て
の
慰
霊
と
平
和
へ
の

祈
り
を
確
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
こ
と

を
願
う
。 

 

信行輔導期間（参拝） 

聖蹟巡拝 

（ご生家奥城） 

消防・避難訓練 

 



 

 

 

 

学院通信 第 1 号（通巻 153 号）（４） 

 
■
文
化
活
動 

 
学
院
で
は
、
教
師
と
し
て
の
基
礎
的
素
養

を
身
に
つ
け
、
深
い
人
格
形
成
に
資
す
る
こ

と
を
願
い
と
し
て
、
文
化
活
動
を
設
定
し
て

お
り
、
学
院
生
は
、
典
楽
、
茶
道
、
書
道
の

い
ず
れ
か
を
選
択
し
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後

に
実
施
し
て
い
る
。 

 

典
楽
／
八
名 

 

典
楽
で
は
、
筝
を
三
名
、
龍
笛
を
三
名
、

篳
篥
を
二
名
が
選
択
し
、
金
光
教
典
楽
会
か

ら
金
光
あ
か
り
師
・
岡
田
信
義
師
を
講
師
に

迎
え
て
、
毎
週
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。
初
め

て
楽
器
に
触
れ
る
者
も
多
い
中
、
信
行
生
活

の
合
間
を
縫
っ
て
、
お
互
い
に
教
え
合
い
な

が
ら
、

秋
と
春

に
執
り

行
わ
れ

る
学
院

の
霊
大

祭
で
神

様
に
喜

ん
で
い

た
だ
け

る
よ
う
、

真
心
を

込
め
た
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
る
。 

 

茶
道
／
五
名 

 

茶
道
で 

は
、
金
光 

健
子
師
を 

講
師
に
迎 

え
て
、
薮 

内
の
流
派 

に
触
れ
て 

い
る
。 

美
味
し 

い
お
菓
子 

に
癒
さ
れ 

な
が
ら
、 

お
茶
の
奥
深
さ
を
知
り
、
改
め
て
美
し
い
和

の
文
化
に
触
れ
て
、
心
豊
か
に
楽
し
く
稽
古

に
励
ん
で
い
る
。
回
を
重
ね
る
中
で
、
体
が

自
然
と
作
法
を
覚
え
、
短
期
間
で
一
通
り
の

お
点
前
が
で
き
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。 

作
法
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
相
手
を
持
て

成
す
心
、
持
て
成
さ
れ
る
心
を
育
て
な
が
ら
、

学
院
合
同
茶
会
を
目
標
に
引
き
続
き
、
精
進

し
て
い
き
た
い
。 

  

 

書
道
／
八
名 

書
道
で
は
、
中
桐
眞
彦
師
の
ご
指
導
の
下
、

稽
古
に
励
ん
で
い
る
。
先
生
が
書
か
れ
た
お

手
本
を
も
と
に
し
て
、
繰
り
返
し
稽
古
を
し

て
い
る
。
先
生
の
ご
指
導
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
上
達
し
て
い
る
様
子
が
窺
う
こ
と
が
で

き
、
大
変
あ
り
が
た
い
。
改
め
て
、
稽
古
の

大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る
。 

本
年
も
、
生
神
金
光
大
神
大
祭
に
合
わ
せ

て
学
院
書
華
道
展
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
思
い
を
込
め
た
字
を
書
し

た
半
切
を
展
示
す
る
。
ま
た
学
院
合
同
茶
会

で
は
色
紙
に
好
き
な
字
を
書
い
て
披
露
す
る

予
定
で
あ
る
。
今
後
と
も
先
生
の
ご
指
導
を

仰
ぎ
、

稽
古
に

勤
し
ん

で
い
き

た
い
と

願
っ
て

い
る
。 

      

                           

（
夏
期
在
籍
教
会
実
習
ま
で
） 

K
a
k
i 

 

8
月

7
月

6
月

5
月

11 5 30 26 18 16 16 8 3 1 26 24 19 16 15 10 9 1 29 28 27 25 24 15 15 14
～ ～ ～ 29 ～ ～ ～

9/2 9 28 30 14 6/1 23

夏
期
在
籍
教
会
実
習

少
年
少
女
全
国
大
会
御
用
奉
仕

第
一
信
心
レ
ポ
ー

ト
懇
談

第
一
回
定
期
考
査

第
一
回
部
屋
替
え

平
和
学
習

特
科
卒
業
証
書
授
与
式

学
院
長
寮
内
巡
回

聖
蹟
巡
拝
（

本
科
・
木
綿
崎
山
周
辺
）

第
二
回
求
道
の
日

特
科
教
話
実
習

聖
蹟
巡
拝
（

ご
生
家
方
面
）

聖
蹟
巡
拝
（

特
科
・
木
綿
崎
山
周
辺
）

特
科
入
学
式

特
科
入
寮
式

教
団
独
立
記
念
祭
御
用
奉
仕

文
化
活
動
開
始
（

毎
週
水
曜
日
）

第
一
回
求
道
の
日

消
防
・
避
難
訓
練

図
書
館
見
学

授
業
開
始

大
掃
除
（

畳
上
げ
）

実
践
課
題
設
定
週
間

信
行
輔
導
期
間

本
科
入
学
式

本
科
入
寮
式

 



 

 

（５）学院通信 第 1 号（通巻 153 号） 

 
 
 

今
年
度
の
特
科
生
九
名 

は
、
六
月
十
六
日
に
入
学 

し
、
七
月
十
六
日
ま
で
の 

一
カ
月
間
に
及
ぶ
学
院
修 

行
を
進
め
た
。 

学
行
で
は
、
教
典
ゼ

 
 

ミ･

祭
式･

祭
詞
等
な
ど 

 

を
受
講
し
、
信
行
で
は
本 

科
生
の
班
に
加
わ
っ
て
、

参
拝
、
洒
掃
、
炊
事
等
を
行
じ
、
奉
仕
の
お

役
に
も
当
た
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
修
行
に

取
り
組
み
、
教
師
と
し
て
の
基
礎
的
素
養
を

習
得
し
、
御
霊
地
の
お
徳
を
頂
い
て
、
こ
こ

か
ら
御
用
に
立
た
せ
て
い
た
だ
く
心
構
え
が

で
き
た
よ
う
で
あ
る
。 

ま
た
、
先
に
入
学
を
し
た
本
科
生
と
互
い

に
磨
き
合
う

こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
、

大
変
あ
り
が

た
い
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ

か
ら
の
御
用

成
就
を
祈
念

す
る
。 

生
き
て
お
る
間
は
修
行
中 

 

 
 
 
 
 
 
 

大
阪
府
・
大
美
野
教
会 

阿
部 

眞
一 

私
た
ち
特
科
生
は
、
六
月
十
六
日
の
朝
、

本
部
広
前
で
の
お
届
け
の
後
、
学
院
入
学
式

に
臨
み
、
修
行
生
と
し
て
の
決
意
を
そ
れ
ぞ

れ
が
胸
に
抱
き
ま
し
た
。
こ
の
日
か
ら
、
日 

々
、
教
主
金
光
様
の
御
取
次
を
頂
き
つ
つ
、

学
院
特
科
生
と
し
て
修
行
生
活
が
始
ま
り
ま

し
た
。
最
初
は
、
戸
惑
い
の
連
続
で
し
た
が
、

先
に
入
学
し
た
本
科
生
の
皆
さ
ん
が
一
つ
一

つ
親
切
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
七
月
十
六
日
、

卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

定
め
ら
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
、
執

り
進
め
ら
れ
る
一
カ
月
間
の
修
行
は
、
決
め

ら
れ
た
修
行
が
中
心
で
す
。
そ
の
修
行
を
通

じ
て
、
お
道
の
教
師
と
し
て
の
素
養
を
身
に

つ
け
、
覚
悟
と
責
任
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
現
し
て
い
く
の
は
、
こ

こ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
教
祖
様
は
、
日
常

生
活
で
出
合
う
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
通
じ
て
心

を
磨
い
て
い
く
こ
と
を
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
日
々
の
御
用
の
中
で
起
き
て

き
た
問
題
を
通
し
て
、
神
様
に
心
を
向
け
、

自
ら
求
め
て
い
く
修
行
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

故
、
決
し
て
独
り
善
が
り
の
修
行
に
な
っ
て

は
い
け
な
い
、
と
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。

「
生
き
て
お
る
間
は
修
行
中
じ
ゃ
」
と
い
う

み
教
え
を
胸
に
、
御
用
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

所
存
で
す
。 

 

学
院
生
活
で 

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
事 

 福
岡
県
・
一
枝
教
会 

佐
取 

周
子

な

り

こ 

令
和
三
年
の
特
科
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

入
学
前
か
ら
二
週
間
の
不
要
不
急
の
外
出
を

控
え
る
こ
と
や
、
毎
日
検
温
を
し
、
そ
れ
を

表
に
記
録
す
る
な
ど
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

無
事
九
名
が
揃
っ
て
入
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

入
学
後
も
、
マ
ス
ク
着
用
で
の
修
行
と
な

り
ま
し
た
が
、
先
生
方
も
毎
日
一
人
一
人 

に
声
を
か
け
て
下
さ
り
、
全
員
無
事
に
卒 

業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

学
院
で
の
修
行
生
活
は
時
間
に
追
わ
れ
、 

慣
れ
な
い
下
駄
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
で 

し
た
が
、
他
の
特
科
生
の
方
と
励
ま
し
合 

い
、
先
に
入
学
さ
れ
て
い
た
本
科
生
の
方 

々
が
い
ろ
い
ろ
と
優
し
く
教
え
て
い
た
だ 

き
、
と
て
も
楽
し
く
、
貴
重
な
修
行
期
間 

と
な
り
ま
し
た
。 

特
に
、
こ
の
一
年
半
の
間
、
教
会
で
の
大

祭
や
、
各
種
の
諸
行
事
が
縮
小
さ
れ
、
遙
拝

や
、
内
々
で
の
祭
典
が
続
い
た
た
め
、
学
院

に
入
学
し
て
、
先
生
方
や
講
師
の
方
、
学
院

生
の
教
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
。 

祖
父
母
、
父
母
も
過
ご
し
た
学
院
の
洒
掃

は
感
慨
深
く
、
同
じ
教
師
の
列
に
加
え
て
い

た
だ
け
る
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ

か
ら
は
、
先
生
方
の
言
葉
や
ご
指
導
を
思
い
、

教
会
の
御
用
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
 

特科卒業証書授与式 

授業風景（祭式） 

特科教話実習 
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神
に
心
を
向
け
る
生
活 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
阪
府
・
池
田
教
会 

四
方 

清
志 

 

本
年
度
の
学
院
生
が
、
こ
こ
金
光
教
学
院

に
入
学
し
、
気
が
付
け
ば
、
約
三
カ
月
が
経

過
し
ま
し
た
。 

 

私
は
、
こ
れ
ま
で
寮
生
活
を
送
っ
た
こ
と

が
な
く
、
学
院
入
学
後
の
寮
生
活
は
、
悩
み

の
一
つ
で
し
た
。
出
身
も
年
齢
も
異
な
る

方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、
す
ば
ら
し
い
同

期
の
方
々
に
恵
ま
れ
、
充
実
し
た
寮
生
活
を

送
る
こ
と

が
で
き
て

い
ま
す
。 

 

さ
て
、

私
た
ち
学

院
生
に
は
、

前
期
の
学

院
生
活
を

送
る
う
え

で
、
「
神

に
心
を
向

け
る
」
と
い
う
信
行
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
信
行
目
標
に
向
か
う

手
段
・
方
法
は
、
実
践
課
題
と
し
て
、
学
院

生
各
々
が
考
え
ま
す
。
学
院
生
そ
れ
ぞ
れ
が
、

課
業
や
参
拝
、
御
祈
念
な
ど
が
細
か
く
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
中
で
、
時
間
を
作
り
、

金
光
様
の
お
出
ま
し
や
寮
周
り
、
部
屋
の
洒

掃
な
ど
を
実
践
し
て
い
ま
す
。 

 

私
は
、
日
常
の
あ
り
ふ
れ
た
出
来
事
や
行

動
に
も
、
神
様
の
働
き
を
感
じ
取
れ
る
よ
う
、

心
の
感
度
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
、
自
ら

設
定
し
た
課
題
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

学
院
生
活
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

が
、
学
院
生
一
同
、
互
い
に
祈
り
合
い
、
助

け
合
い
な
が
ら
、
残
り
の
修
行
生
活
を
精
進

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

恵
ま
れ
た
な
か
で
の
修
行 

 兵
庫
県
・
福
崎
教
会 

加
納 

真
保 

 

学
院
に
入
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
よ
そ

三
カ
月
が
経
ち
ま
す
。
入
学
当
初
、
初
め
て

の
寮
生
活
に
緊
張
し
、
分
刻
み
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
追
わ
れ
て
毎
日
心
も
体
も
大
変
で
し

た
が
、
優
し
い
同
期
や
先
生
方
に
恵
ま
れ
、

段
々
と
順
応
し
、
今
で
は
楽
し
く
修
行
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

「
起
き
て
く
る
こ
と
は
す
べ
て
お

か
げ
の
中
の
お
か
げ
」
と
教
え
て
い

た
だ
き
、
日
々
の
色
々
な
問
題
を
あ

り
が
た
く
受
け
取
り
、
「
さ
せ
て
頂

く
稽
古
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
私
で

は
出
来
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
簡

単
に
出
来
た
り
、
起
こ
っ
て
く
る
問

題
も
短
時
間
で
解
決
で
き
た
り
な
ど
、

自
分
の
力
で
は
な
い
、
神
様
の
お
働

き
を
感
じ
、
何
事
も
プ
ラ
ス
に
捉
え

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
は
、
金
光
様
を
は
じ
め
た
く
さ

ん
の
方
が
お
祈
り
下
さ
り
、
ま
た
在
籍
教
会

の
歴
代
先
生
方
や
私
の
御
先
祖
様
が
一
緒
に

御
修
行
し
て
下
さ
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。 

守
り
導
い
て
く
だ
さ
る
神
様
の
御
働
き
を

感
じ
つ
つ
、
恵
ま
れ
た
な
か
で
の
修
行
を
す

る
こ
と
が
出
来
て
い
る
こ
と
を
本
当
に
あ
り

が
た
く
、
ま
た
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
十
分
に
御
礼
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
修
行
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 

 
聖蹟巡拝（木綿崎山周辺） 

大掃除 

（畳上げ） 

学院長寮内巡回 

 

令和３年度 教区別入学者数 

合計 本科 21 
   特科   9 

北海道 
特科 2 

東北 
本科 1 

関東 
本科 2 

信越 

東海 
特科 1 

東近畿 
本科 2 

西近畿 
本科 1 
特科 1 

中近畿 
本科 7 
特科 3 

東中国 
本科 3 

西中国 
本科 1 

四国 
本科 1 

北九州 
本科 1 
特科 2 

南九州 
本科 2 

金光教学院ホームページ  http://www.konkokyo.or.jp/gakuin/  

 学
院
生
の 


